
五
輪
塔
資
料

の
研
究

・
仏
教

経
軌
編

(
齋

藤
)

二
〇
八

五
輪
塔
資
料

の
研
究

・
仏
教
経
軌
編

齋

藤

彦

松

一
、
序

本
研
究
は
、
日
本
国
土
の
至
る
所
に
共
の
特
殊
な
形
容
を

展
開
し
日
本
的
仏
教
風
土
を
形
成
し
、
現
在
更
に
盛
行
を
み
て
い
る
五

輪
塔
の
基
礎
資
料
グ

ル
ー

フ
の

三
つ
に
仏
教
経
軌
類
が
在
る
。
其
の
中

の
五
輪
塔
主
要
資
料
を
摘
出
し
、

そ
の
内
容
と
形
式
を
整
理
し
両
者
の

接
点
を
解
明
し
、
次
の
展
開
期

へ
の
基
礎
要
因
を
研
究
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

二
、
五
輪
塔
資
料
の
中
の
仏
教
経
軌
の
位
置

五
輪
塔
史
は
そ
の
資

料
集
団
を
大
要
(
1
)バ
ラ
モ
ン
教
典
(
2
)仏
教
経
軌
(
3
)日
本
仏
書
図

像
類
(
4
)信
仰
遺
物

の
四
穏
に
区
分
さ
れ
る
。
(
1
)のバ
ラ
モ
ン
教
典

資
料
は
主
に
奥
義
書
U
p
a
n
i
s
a
d
 

に
み
ら
れ
も
の
で
、
五
輪
塔
の
成
立
要

因
で
あ
る
内
容

(地
水
火
風
空
の
五
大
)
と
形
式

(方
円
三
角
半
月
等
)
が

既
に
別
個

に
成
起
し
進
転
し
て
来
る
。
そ
の
両
因
を
受
容
し
た
仏
教
で

は
早
く
も
阿
含
経
典
に
そ
れ
を
み
る
。
更
に
密
経
軌
に
到
る
と
、
内
容

と
形
式
の
両
者
が
結
合
し
五
大

(輪
)
塔
婆
が
成
立
し
、
五
輪

塔
な
る

名
称
も
記
録
さ
れ
、
又
舎
利
容
器
と
し
て
の
五
輪
塔
が
製
作
さ
れ
た
で

あ
ら
う
事

を
推
定
せ
し
め
る
資
料
も
み
ら
れ
る
。
是
等
仏
教
経
軌
資
料

は
、
五
輪
塔
成
立
期
の
重
要
資
料
を
含
み
、
更

に
五
輪
塔
日
本
展
開

へ

の
基
礎
要
因
と
な
る
。

三
、
顕
教
経
典
の
五
輪
資
料

仏
教
成
立
後
、
密
教
が
盛
行
す
る
迄

の
経
典
に
も
五
輪
塔
成
立
要
因
の
資
料
を
み
る
。
内
容
要
因
は
ウ
パ
ニ

シ
ヤ
ッ
ド
以
来
の
五
大
思
想

で
、
二
世
紀
に
漢
訳
さ
れ
た

「
四
諦
経
」

p
.
 
8
 

大
梱

や
阿
含
経
典
に
六
大
六
界
の
内
の
五
大
要
素
と
し
て
地
水
火
風
空

を
み
る
。
是
等
を
万
有
要
素
即
ち
物
質
構
成
要
素
と
し
て
と
ら
え
、
更

に
相
互
関
係
に
及
び
更
に
人
身
要
素
と
し
て
之
を
み
、
又
五
大
の
夫
々

を
天
神

(長
阿
含
燕

翠
)

と
し
て
い
る
事
は
誠
に
注
意

を
要
す

る
。

形
式
要
因
は
主
と
し
て
阿
含
系

の
諸
経
典
に
見
ら
れ
る
仏
教
世
界
観
の

四
洲
で
あ
る
北
洲
方
、
東
洲
円
、
西
洲
半
月
、
南
洲
三
角
で
そ
の
形
が

方
円
三
角
半
月
の
四
形
で
あ
る
。
是
等
バ
ラ

モ
ン
教
祭

火
炉

ク

ン
ダ

k
u
n
d
a
 

の
形
を
受
容
せ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
又

華
厳
経

(
八
十
)
華
蔵

世
界
品
p944

汁
相
一
0の
中
に
多
く
の
世
界

の
形
が
表
現
さ
れ
て
い
る
中
に
五
形

を
み
る
。
中
で
も

「蓮
華
形
」
及

「摩
尼
宝
形
」
は
注
意
を
要
す
る
。

四
、
密
教
経
軌
の
五
輪
塔
資
料

仏
教
に
は
早
く
よ
り
バ
ラ
モ
ン
教

-690-



の
思
想
と
形
式
が
混
入
し
て
居
り
、
密
教
色
が
強
く
な
る
に
従

つ
て
増

幅
し
て
来

る
。
密
教
の
護
摩
炉
は
バ
ラ
モ
ン
教
の
祭
火
炉
方
、
円
、
三

角
、
半
月
、
六
角
等
の
形
式
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
て
そ
の
基
本
と
し
て

い
る
。

こ
の
炉
形
が
五
輪
塔
の
形
式
要
因
で
、
内
容
の
地
水
火
風
空
は

バ
ラ
モ
ン
教
の
五
大
思
想
で
、
器
世
間

(物
質
界
)
の
分
類
内
容
と
し

て
記
録

し
人
体
要
素
を
も
含
み
、
初
期
仏
教
に
も
受
容
さ
れ
た
事
は
前

記
し
た
。
大
日
経
で
は
五
大
、

五
形
、
五
字

(襟
帰
 
a
 
v
a
m
 
r
a
m
 
h
a
m

k
h
a
m
 

鑛
)
 が

三
縷
の
記
載
と
な

つ
て
来
る
。
是
は
五
輪
塔
史
上
の
最
重

要
点
で
、
五
大
五
形
即
ち
、
内
容
と
形
式
の
接
点
で
あ
り
、
所
謂

「五

輪
塔
」
の
成
立
で
あ
る
。
大
日
経
の
訳
者
で
あ
る
善
無
畏
三
蔵
C
u
b
h
a
-

k
a
r
a
-
s
i
m
h
aA
.
 
D
.
 
6
3
7

-

735

は
多
く
の
密
経
軌
、
特
に
五
輪
塔
の
主
要
経
軌
を

訳
し
た
。
中
で
も
破
地
獄
三
種
悉
地
法
軌
汁
囲
1
8
、

p
9
0
9
、

尊
勝
仏
頂
脩
喩
伽
法

軌
儀
汁
H
1
9
、

p
 
3
6
8

慈
氏
菩
薩
略
修
喩
伽
念
諦
法
大
H
b
0
0

P
.
 5
0
0

に
五
輪
及
び
五
輪
塔
が

図
示
さ
れ
、
五
大
、
五
形
、

五
字
を
始
め
其
他
の
内
容
が

三
括
さ
れ
、

内
容
と
形
式
の
結
合
を
明
示
し
て
い
る
事
は
誠
に
重
要
で
あ
る
。
ま
た

宝
悉
地
成
仏
陀
擢
尼
経

(不
空
訳
)
大
H
1
9

p
 
3
3
5

に
は

「
五
輪
塔
」
な
る
名
称

を
記
録

し
、
舎
利
容
器
と
し
て
の
五
輪
塔
の
存
在
を
推
定
せ
し
め
る
句

を
含
む
。
又
錫
杖
図
中
に
五
輪
塔
形
を
明
示
し
て
い
る
経
典
斗
自
2
0

p
.
 1
15

も
在

る
。
是
等
の
事
か
ら
密
教
経
軌

に
は
、
五
輪
塔
図
の
成
立
、
立
体
五
(輪

塔
の
成
立
し
た
事
を
含
ん
で
い
る
事
に
な
り
、
五
輪
塔
史
上
最
も
重
要

な
時
点
と
な
る
。

五
、

五
(輪
塔
の
成
立

ど
の
様
な
物
を
五
輪
塔
と
言
ふ
の
か
。
此
の

定
義
を
明
確
に
表
現
し
て
い
る
の
が
善
無
畏
訳

の
仏
頂
尊
勝
心
破
地
獄

儀
軌
叫
副
臨
で

「鎭
字
変
成
率
都
婆
。

方
円
三
角
半
月
団
形
0
地
水
火
風

空
五
大
所
成
故
。
此
率
都
変
成
摩
詞
毘
盧
遮
那
如
来
。
」
の
句

で
是
を

説
明
的
に
図
式
化
す
る
と

嶺
雲
購

母
田
思
油
レ下
血
囚
憩

(団

愚
)

苗

呉

郭

賠

(団
汁
)

汁
皿
醤
果

と
な
り
五
輪
塔
と
は
率
都
婆
 
s
t
u
q
 

で
形
は
下

よ
り
方
円
三
角
半
月
団

の
順

に
積
上
げ
、
下
よ
り
地
水
火
風
空
と
し
、
総
じ
て
大
日
如
来
を
内

容
と
す
る
。

五
輪
塔
の
成
立
は
経
軌
等

の
記
録
と
現
物
塔

の
製
作
と
の
何
れ
が
先

行
し
た
か
は
確
定
し
得
な
い
が
、
前
記
し
た
不
空
訳

「宝
悉
地
成
仏
陀

擢
尼
経
」
に
は

「
設
利
可
如
是
持
。

亦
可
安
置

五
輪
塔
中
。
亦
可
安
置

多
宝
塔
中
。
亦
可
安
置
三
股
塔
中
。
亦
可
安
置

五
股
塔
中
。
亦
可
安
置

独
股
塔
中
。
」
と
記
し
て
い
る
。
設
利
C
a
r
i
r
a
m
 

は
舎
利
と
も
記
し
身

骨
の
意
で
あ
る
。
「仏
舎
利
を
是
の
如
く
持
す

べ
し
。
亦
五
輪
塔
の
中
に

安
置
す
可
し
。
亦
多
宝
塔
の
中
に
安
置
す
可
し
等
」
と
し
五
輪
塔
が
既

に
多
宝
塔
と
共
に
存
在
し
て
い
た
事
が
推
定
さ
れ
る
。
又
日
本
に
現
存

す
る
舎
利
容
器
と
な
つ
て
い
る
独
鈷
杵
等
か
ら
、
舎
利
を
内
蔵
す
る
故

に
独
股
塔
等

の
名
称
が
唐
代
に
存
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
近
年
右

の
句
を

「
五
輪
を
塔
中
に
安
置
す
べ
し
。
多
宝
を
塔
中
に
安
置
す
べ
し

等
」
と
誤
読
し
て
い
る
著
書
を
見
る
が
、
舎
利

を
是
の
如
く
持
す
可
し
、

の
答
え
に
も
な
ら
ず
、
又
五
輪
や
多
宝
、
三
股
等
が
舎
利
の
代
品
と
な

五
輪
塔
資
料

の
研
究

・
仏
教
経
軌
編

(
齋

藤
)

二
〇

九

-691-



五
輪
塔
資
料

の
研
究

・
仏
教
経
軌
編

(
齋

藤
)

」

二

一
〇

つ
た
例
も
記
述
も
な
い
。
こ
ご
で
重
要
な
の
は
、
密
経
軌
期
に
率
都
婆
、

五
輪
塔

な
る
名
称
と
共
に
既
に
信
迎
対
象
と
し
て
の
現
物
塔
が
存
在
し

た
事
即
ち
、
五
輪
塔
の
成
立
を
側
面
か
ら
記
録
し
て
い
る
事
で
あ
る
。

六
、

空
輪
の
形
式

方
円
三
角
半
月
の
四
輪

の
形
に
は
問
題
は
な
い

が
、
そ

の
上
の
空
輪
の
形
式
表
現
が

三
定
し
て
居
ら
な
い
。
是
を
経
軌

の
初
出
順
に
列

記
す
る
と
(
1
)
空
点
(
2
)宝
珠
形
(
3
)満
月
(
4
)団
形

(
5
)
大
空

点
(
6
)円
等
と
な
る
。
(
1
)
(
5
)

の
空
点
な
る
語
は
、
悉
曇
文
字
中

の
空
点
と
推
定
さ
れ
る
。
空
点
は
正
し
く
書
く
際
は
、
宝
珠
形
と
な
る

如
く
伝
承

さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
宝
珠
形
(
1
)
(
2
)
(
5
)

球
形
(
3
)
(
4
)
(
6
)

と
に

な
る
。

日
本
に
現
存
す
る
無
数
に
近
ぃ
多
く
の
五
輪
塔
の
大
部
分
は
宝

珠
形
で
、
残
る
僅
か
の
も

の
が
球
形

(重
源
五
輪
塔
等
)
で
あ

る
。
方

円
三
角
半

月
の
四
形
が
何
れ
も
護
摩
炉
形
と

一
致
す
る
事
か
ら
、
宝
珠

形
は
、
同
炉
中
の
蓮
花
炉

(
八
葉
形
及
二
葉
形
と
が
在
る
)
中

の

三
葉
形

(
宝
珠
形
)
と
推
定
さ
れ
る
。
現
存
最
古
と
推
定
さ
れ
る
醍
醐
寺

の
鈴

上
五
(輪
塔
第
3
図
が
蓮
蕾
形
と
な
つ
て
い
る
事
は
重
要
で
あ
る
。

七
、
五
輪
及
五
輪
塔
観

バ
ラ
モ
ン
教
で
は
五
大
を
器
世
間

(物
質

界
)
と
し
、
仏
教
で
も
こ
の
考
え
方
が
基
礎
と
な
つ
て
い
る
。
之

が
更

に
極
微
論

に
発
展
す
る
が
、
仏
教
初
期
の
雑
阿
含
経
に
は
、
彼

三
切
は

四
大
よ
り
造
ら
れ
る
の
意
が
み
ら
れ
、
密
教
に
入
り
て
は
、
五
輪

一
切

処
に
遍
満

の
思
想
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
五
輪
物
質
観
は
、
当
然
五
輪

人
身
観

へ
と
進
転
し

「
五
輪
成
仏
身
、
法
身
」
と
な
つ
て
行
く
。

五
輪

塔

の
成
立

は
、
団
馨
瞬
購
H
汁

田
誉
歯

な
る
五
輪
塔
観
を
形
成
し
、

そ
の
ま

日
本
五
輪
塔
の
主
要
と
な
つ
て
行
く
。

八
、
結

是
等
仏
教
経
軌
資
料
は
、
そ
の
主
要
を
バ
ラ
モ
ン
教
よ
り

受
け
、
更
に
日
本
国
五
輪
塔
展
開

へ
の
基
礎

と
な
つ
て
い
る
。
尚
図

形
、
梵
字
、
資
料
の
所
在
等
に
関
し
て
は
発
表
.
 
フ
リ
ン
ト
s
.
 
p
.
 
N
o
.
 
5
3

三
紙
を
参
照
さ
れ
た
し
。

了
。
(
梵
字
資
料
研
究
所
所
長
)

第1図 義摩 五形

1. お炉

2. 四 炉

3. 三 勃炉

4. 手月ツア

5. 蓬 花ジナ

第2図
四洲仏激せ槻 中)四形

-692-



平
面
図

正
面
図

第3図(推 足)

現 召最吉の五強塔

 

京
都
市
醍
朔
寄
承

含
銅
乳

率
紳
蓼

駿
工
の
本
驚
塔
(修
左
項
ネ
)

五
輪
塔
資
料

の
研
究

・
仏
教
経
軌
編

(齋

藤
)

二

三
三
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